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チームで仕事を進める
職場体制

日頃からの
コミュニケーション

妊娠・出産後、
勤務している先輩がいる

休憩場所の配慮 チームで仕事を進める
職場体制

日頃からの
コミュニケーション

制度を利用しやすい
職場つくり

休憩場所の配慮

株式会社丸英でんき（青森県五所川原市）

立ち仕事や商品の運搬等、身体に負担のある業務もあるが、重い商品は同僚が運ぶなど、職場全体でフォ
ロー。通院休暇は規定があり、必要に応じて付与、通勤緩和や休憩時間・勤務時間短縮・休業については申し
出があれば変更している。

ブリヂストンファイナンス株式会社（東京都小平市） 

早めに職場で共有し、
身体に負担のある業務は同僚が配慮

母性健康管理措置要領で運用し、
理解を深めるための教育も実施
母性健康管理については、『母性健康管理措置要領』で運用しており、どの雇用形態でもほとんど正社員水準
にしている。変更等の周知は、イントラネットで行い、e-ラーニング形式での教育も行っている。

卸売業・小売業 金融業・保険業

管理部 部長　吉崎　和行さん（右）
第一営業部 　櫻井　美香子さん（左）

企画管理部　吉田　傑さん（左）
給与企画部　藤岡　李奈さん（右）

事例4 事例5

職場環境の整備と効果（人事・労務部門担当者から）

社内制度はセンターファイルに置き自由に確認できる
社内制度はセンターファイルに置き自由に見られるようにしているが、半期毎の決起集

会でも周知している。社内体制は、管理部の部長（男性）と担当者（女性）がいて、担当者が
いろいろな相談を受け対応していた。社長が女性であり女性社員への気遣いもあった。

通院休暇は規定があり、必要に応じて付与し、通勤緩和や休憩時間・勤務時間短縮・
休業については申し出があれば変更している。

同じ職場で働く仲間がフォローしあえる信頼感をもっている
社員は担当商品が決まっており、お客様から詳しい説明を希望されると担当者が対応

するようにしているが、同僚が、出産・育児に限らず急な休み等でもフォローし合えるよう
にしている。妊娠・出産での欠員は補充せず、現場で業務の見直しや分担替えを話し合い
対応している。現場で助け合い、うまく回している。

妊娠中の仕事上の工夫・職場からのサポート（女性労働者から）

つらい時は同僚が助けてくれた
接客は基本的に立ち仕事で、お腹が張ることや出血もあった。安定するまで通院回数も

多く、健診以外の通院は同僚に迷惑をかけると思い心苦しかった。休憩時間は休憩室のソ
ファで横になり身体を休めた。仕事中にマスクを付けさせてもらったり、どうしても接客で
立ち続けないといけないとき、以前からお付き合いしているお客様には正直に伝え、逆に
気を使ってもらうこともあった。

早めに産休に入るときの温かい言葉がありがたかった
早めに上司に報告した。上司から朝礼で、皆に言ってくれ、同僚は重いものの運搬をして

くれたり、つらい時に代わってくれた。早めに産休に入る時も「仕事は大丈夫だから、元気
な子を産んで」と言ってもらい、ありがたかった。体調が不安な時は同僚や先輩に相談して
不安を解消できた。先輩は無事出産して育てているので、アドバイスは心強かった。

希望すれば柔軟に対応してくれたのがありがたかった
妊娠中は体調が安定しなかったので、同僚に迷惑をかけることも多かったと思う。社長

が女性ということもあって、女性社員には気遣いがあり、すごくありがたくて感謝している。
会社はあまり制度等決まっていないが、希望すれば柔軟に対応してくれた。母健連絡カー

ドを知らなかったので、診断書を書いてもらったが、次に必要な時はカードを使いたい。

社員はみな個別に担当商品を持ち、お客様から詳しい説明を希望され
ると担当者が対応している。長く勤務するほど商品知識も深くなり、お客
様からの信頼も厚くなるため、会社としても復職することを待っている。

事業内容：
家電製品販売。
電気、上下水道、
消防設備等の工事。
電設資材卸。
正社員数：

女性1１名、男性４８名、
計５９名
契約社員・パートタイム・
派遣社員数：

女性1名、男性１名、
計２名

（2018年12月時点）
過去5年間の妊娠・出産者数、
産休・育休後復帰者数：

妊娠・出産者数2名、
産休・育休後復帰者数2名
設立年月：

1952年11月
URL：

http://www.marueidenki.
com/
女性労働者の職務内容：

家電製品の販売・営業職

今後に
向けて

職場環境の整備と効果（人事・労務部門担当者から）

母性健康管理措置要領で運用し、周知はイントラネットで
『母性健康管理措置要領』で母性健康管理について運用。前回の就業規則の改定で、

どの雇用形態でもほとんど正社員水準に引き上げた。変更等の周知は、イントラネットで
行っている。運用方法は人事労務担当部門が対象社員を抱える管理職へ個別に説明
する。社内の担当窓口は、育児・介護関連の窓口で、人事・労務担当者が担当（男性１名、
女性１名）。男性からも相談はあり、男性の育休取得者もいる。

理解を深めるためe-ラーニング形式で教育を実施
e-ラーニング形式で、ダイバーシティ教育を行い、テストも実施。自分にも関連する話だ

と思えるように、日頃からの意識醸成に努めている。
人員減となる部署の人員体制は、基本的には、代替要員の採用には頼らない。業務を見

直す良い機会ととらえ、残っているメンバーでバックアップする。マンパワーが不足し滞り
が出ると判断される際には、人員補充をする。設備面などは単独では費用がかかるため難
しいが、親会社の良い制度を積極的に取り入れて、働きやすくしていきたい。

妊娠中の仕事上の工夫・職場からのサポート（女性労働者から）

仕事はその日のうちに終わらせることをこころがけた
急に体調を崩すかもしれないので、その日のうちに終わらせることを心掛けた。締め日に

向けて各社にお願いしているので、ちょっと早めに電話してさりげなく催促したりした。確
実に期日までに仕事を終わらせるように努めている。

サポートしてくれる同僚への感謝をいつも持っていた
職場で一番下なので、常に「教えてもらってありがとうございます」という日々だった。さ

らにお腹も大きくて「ありがとうございます×2」位の態度で、心からの感謝が大事と思う。

感謝を忘れずに日々過ごしたい
自分は元々キャリア志向だったが、長い視点に立って、キャリアを満たすのは今ではない

と考えている。育児と仕事を両立する中で、今はセーブしながらでいいと自分の心の健康
のために思う。キャリアの差は取り返せないと思うけれど、会社の中のステータスだけが人
生の中での価値ではない。以前の会社で体調を崩した時に、割り切りを学んだのかもしれ
ない。

今の会社は本当にいい会社で、残業が無い、それだけで和気あいあいとできる。働く内
容よりも人間関係が大事。感謝を忘れずに日々を過ごしたい。

母性健康管理措置要領で運用し、どの雇用形態でもほとんど正社員水準
にしている。正社員・パートともに、妊娠・出産後も復職してくれたことを、あり
がたいと思っている。今後も良い制度は取り入れ、働きやすくしていきたい。

事業内容：
金銭の貸付、債権の買取及び
経理事務並びに給与計算の
受託
正社員数：

女性２０名、男性８名、
計2８名
契約社員・パートタイム・
派遣社員数：

女性7名、男性0名、
計7名

（2018年12月時点）
過去5年間の妊娠・出産者数、
産休・育休後復帰者数：

妊娠・出産者数3名、
産休・育休後復帰者数3名
設立年月：

1989年1月
URL：

https://www.bridgestone.
co.jp/corporate/outline/
group/index.html
女性労働者の職務内容：

事務職

今後に
向けて

ロッカールームの奥にソファーがあり、
そちらで体を休めることができた。

妊娠中、体調のすぐれない時はレジの
中で座らせてもらったこともある。
休憩時間は、休憩室のソファで横に
なって体を休ませることが多かった。


